
 

  

 

 

安心・安全な生活をおくれるためには、自分の事を

自分自身も周りの人も知っていること、つまり「①開

放の窓」の領域を増やすことですよね。今回は「褒め

言葉トランプ（日本褒め言葉カード協会理事長藤咲徳

朗氏が製作）」を使って、３つのワークをやりました 

1 「運命カード」 （④未開の窓） 

目を閉じて１枚のカードを取りました。ほとんどの

子どもは意外なカードに驚いていましたが、これは、

「まだ誰も知らないあなたの良さ」と伝えました。私は小学生の時は将来教師になるとは思ってもいな

かったし、周りの友達や先生方も想像していなかったと思います。自分の可

能性を否定しないことを子ども達に伝えました。 

２ 自分が「言われたい言葉」 （③秘密の窓） 

 自分が言われたい言葉を２枚選んで、先ほど選んだ運命カードと合わせ

て、それぞれ一番言われたい言葉を班のみんなに示しました。そして、そ

の相手に対して、その言葉を班のみんなで声を揃えて言いました。言われ

る人も言ったみんなも笑顔になりました。 

３ 友達に「ふさわしい言葉」 （②盲点の窓） 

 １人の子どもに、班のみんながその人に「ふさわしい言葉」を数枚渡します。その際には、その

理由を具体的な事実を添えて言うようにしました。教室中が笑顔を拍手にあふれました！！ 

４ ふりかえり 

 卒業式に、「大切な人に言われたい言葉」と、そのために今日から頑張る

ことを書いてもらいました。２時間とても集

中して、そして劇的に成長しました。これか

らがとても楽しみです！応援します。 
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「ジョハリの窓」と「褒め言葉」 


